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２
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催
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２
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地
域
会
議
を
開
催

　今年度からスタートした「新たな地域自治制度」による第１回栃木中央地域
会議が、６月３日（水）に栃木市役所庁議室にて開催されました。会長に佐山
正樹委員、副会長に石河不砂委員を選出し、地域自治や予算提案についての制
度説明が行われました。
　第２回地域会議は、６月25日（木）に栃木市役所正庁にて開催され、栃木中
央地域における課題や対応策などについて話し合われました。

新たな地域自治制度とは？
　合併に伴う地域自治制度に代わり、「新たな地域自治制度」が始
まりました。この制度は積極的な地域自治制度とも言うべきもので、
市の独自条例（地域づくり推進条例）により新たな地域自治の形と
して地域の活動を応援していくものです。地域住民のまちづくりへの
思いを喚起し、自主的な地域づくりを様々に支援していくものです。
地域会議とは？
　「新たな地域自治制度」の大きな柱の一つが、合併前の旧町に置
かれていた従来の「地域協議会」に代わり、市内全域を８つのエリア
（右図参照）に分け、それぞれに「地域会議」を設置しています。
　「地域会議」は、各地域の住民代表組織として、地域内の各種団
体から推薦された方、学識経験者、公募で選ばれた方を委員として
構成しています。
栃木中央地域会議とは？
　「栃木中央地域会議」は、栃木地域の内、大宮・国府地区の
「栃木東部地域会議」、皆川・吹上・寺尾地区の「栃木西部地
域会議」、両地域以外の地域となります。

栃木中央地域会議

西方地域会議

都賀地域会議

栃木西部地域会議

岩舟地域会議

藤岡地域会議

大平地域会議

栃木東部地域会議



　
　
　
　

青
　
木
　
良
　
一

【
団
体
推
薦
】

　

栃
木
中
央
地
域
に
賑
わ
い
を
創
出
で
き

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
栃
木
市
に
は
な
か
っ

た
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
栃
木
市
民
は
も
と
よ
り
、
近
隣
の

方
々
も
た
く
さ
ん
来
て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
心
が
け

ま
す
。

　
　
　
　

臼
　
井
　
義
　
雄

【
団
体
推
薦
】
　

　

自
治
制
度
の
主
旨
に
の
っ
と
り
、
栃
木

地
域
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
と
み
ん
な
が
思
え
る

よ
う
な
元
気
な
地
域
づ
く
り
の
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
、
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

大
　
浦
　
兼
　
政

【
公
　
　
募
】　
　
　

　

私
は
こ
の
度
、
公
募
に
よ
り
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

色
々
な
組
織
の
代
表
で
は
な
く
、
市
民

の
生
活
の
中
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
問
題
や
意
見
を
、
縛
ら
れ
る

こ
と
な
く
自
由
な
発
想
で
、
会
議
の
場
で
提
案
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。　

　
　
　

大
　
波
　
龍
　
郷

【
学
識
経
験
者
】

　

高
校
時
代
に
栃
木
の
ま
ち
が
好
き
に

な
り
、
３
年
前
か
ら
栃
木
で
の
暮
ら
し

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
高
校
生
が
遊
び

学
べ
る
ま
ち
づ
く
り
、
空
き
家
の
活
用
、
若
者
の
定
住
・
交
流

に
つ
な
が
る
事
業
を
提
案
し
、
地
域
と
若
者
の
関
係
を
育
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

　

地
域
会
議
は
、栃
木
中
央
地
域
内
の
公
共
的
団
体
等
が
推
薦

す
る
方
11
名（
１
号
委
員
）、学
識
経
験
を
有
す
る
方
３
名（
２
号

委
員
）、公
募
に
応
じ
た
方
４
名（
３
号
委
員
）の
計
18
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、任
期
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

（
敬
称
略・順
不
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
　
長
　
挨
　
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
木
中
央
地
域
会
議
　
会
長
　
佐
　
山
　
正
　
樹

【
学
識
経
験
者
】

　

こ
の
会
議
の
説
明
を
聞
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
試
み
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
す
で
に

様
々
な
団
体
が
、
地
域
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
長
い
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
地
域
の
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
街
の
安
全
や
活
性
化
、
教
育
や
福
祉
の
た
め
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
は
テ
ー
マ
、

課
題
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
た
め
に
、
他
の
団
体
の
活
動
を
意
外
に
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
地
域
で
活
動

す
る
こ
う
し
た
人
々
や
、
興
味
を
持
ち
参
加
し
よ
う
と
す
る
人
が
話
し
合
う
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
お
互
い
を
知
り
、
協
力
す
る
機
会
を
得
た
、
輪
が
広
が
っ
た
と
考
え
た
い
で
す
ね
。
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や

新
企
画
に
、
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
限
ら
れ
た
予
算
で
可
能
な
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
地
域
の
住
民
が
夢
を
語
り
合
い
、
本
質
的
な
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
計
画
も
可
能
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
お
互
い
に
協
力
す
る
機
会
は
、
確
実
に
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

従
来
、
行
政
の
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
計
画
、
予
算
、
実
施
に
つ
い
て
、
住
民
が
深
く
関
わ
る
こ
と
は
多
く
は

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
各
地
域
は
時
代
の
急
激
な
変
化
と
高
齢
化
の
な
か
で
、
様
々
な
問
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
行
政
と
市
民
は
協
力
し
、
住
民
が
互
い
に
協
力
し
あ
っ
て
、
地
域
の
た
め
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
問

題
の
解
決
を
図
る
時
代
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

地
域
会
議
委
員
の
紹
介

地
域
会
議
委
員
の
紹
介

地
域
会
議
委
員
の
紹
介

栃木中央地域会議だより （2）平成27年8月（第１号）

　
副
会
長　

石
　
河
　
不
　
砂

【
学
識
経
験
者
】

　

生
ま
れ
育
っ
た
東
京
を
離
れ
、
早
40

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
「
栃
木
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
住
み

続
け
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
誰
に
と
っ
て
も
更
に
住

み
よ
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る
街
に
す
る
た
め
、
少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。



　
　
　
　

鬼
　
塚
　
　
　
修

【
公
　
　
募
】

　

こ
れ
か
ら
の
世
代
の
為
、
日
頃
よ
り
考

え
て
お
り
ま
し
た“

夢
が
持
て
る
、
人
の

集
ま
る
街”

を
創
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を

提
案
い
た
し
、
実
現
し
て
い
き
た
く
思
い
応
募
し
ま
し
た
。
微

力
な
が
ら
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

木
　
村
　
隆
　
夫

【
団
体
推
薦
】　

　

私
は
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
よ
り
選

出
さ
れ
、
会
議
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
域
会
議
を
よ
り
一
層
学
習
し
、
地
域

の
皆
様
と
話
し
合
い
に
よ
っ
て
貢
献
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
、
環
境
等
に
力
を
入
れ
会
議
に
参
加

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

下
　
田
　
明
　
範

【
公
　
　
募
】　
　
　

　

２
人
の
娘
と
４
人
暮
ら
し
、
近
隣
の
皆

様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
楽
し
く
・
快
適
な

生
活
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
議
を
機
に
、
子
ど
も
達
に
明
る
く
元
気
な
街
を
残
す
た

め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　

杉
　
山
　
　
　
栄

【
団
体
推
薦
】

　

と
ち
ぎ
蔵
の
街
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
旧

老
人
ク
ラ
ブ
）
の
杉
山
で
す
。

　

今
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進

展
す
る
中
、
地
域
で
様
々
な
問
題
や
課
題
が
生
じ
て
お
り
、
こ

の
会
議
を
通
じ
て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

鈴
　
木
　
林
　
彌

【
団
体
推
薦
】

　

栃
木
市
地
域
づ
く
り
推
進
条
例
が
４
月

に
施
行
さ
れ
、
中
央
地
域
か
ら
地
域
会
議

委
員
と
し
て
選
ば
れ
、
市
が
目
指
す
新
た

な
地
域
づ
く
り
に
市
民
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。
均
衡
あ
る
発

展
の
た
め
、
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
地
域
の
方
が
自
ら
地
域
に
誇

り
の
持
て
る
地
域
づ
く
り
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

村
　
田
　
弘
　
子

【
団
体
推
薦
】

　

こ
の
度
栃
木
地
区
女
性
会
か
ら
選
出
さ

れ
、
委
員
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
女
性
の
視
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

高
　
瀬
　
　
　
淳

【
団
体
推
薦
】　

　

「
私
た
ち
の
地
域
の
事
は
私
た
ち
自
身

が
考
え
る
」
人
が
多
い
地
域
ほ
ど
成
熟
し

た
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
考
え
の
中
、
中
央
地
域
の
問
題
を
一
生
懸
命
考
え
る
き

っ
か
け
を
つ
く
り
ま
す
。
是
非
皆
さ
ま
の
意
見
を
反
映
し
て
い

き
ま
す
。
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

山
　
口
　
真
　
右

【
団
体
推
薦
】　

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む
中

で
、
私
達
の
周
辺
環
境
は
益
々
厳
し
く
な

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

下
、
我
が
ま
ち
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
会
議
を
通
じ
て
地
域
の
発
展
に
少
し
で
も

お
役
に
た
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　

中
　
尾
　
秀
　
美

【
団
体
推
薦
】　
　
　

　

こ
の
度
、
栃
木
地
区
子
ど
も
会
育
成
会

連
絡
協
議
会
か
ら
推
薦
を
い
た
だ
き
、
委

員
と
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
い
て
地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

若
　
林
　
芳
　
明

【
団
体
推
薦
】　
　
　

　

栃
木
市
の
新
た
な
自
治
制
度
に
お
い

て
、
市
内
各
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
点
や
課
題
、
ま
た
改
善
点
等
を
栃
木

中
央
地
域
会
議
の
委
員
と
し
て
、
市
民
の
代
表
と
し
て
、
一
つ

ず
つ
解
決
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

町
　
田
　
爽
起
夫

【
団
体
推
薦
】

　

旧
栃
木
市
の
中
心
で
あ
っ
た
中
央
地
区

に
も
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
が
見
ら
れ
ま
す
。

人
口
の
減
少
、
見
込
め
な
い
税
収
な
ど
課

題
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
右
肩
上
が
り
だ
け
で
な
く
、
現
在

の
文
化
・
民
生
を
育
て
て
い
く
、
そ
ん
な
あ
っ
た
か
栃
木
の
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

渡
　
邉
　
一
　
浩

【
公
　
　
募
】

　

栃
木
市
に
生
ま
れ
育
て
て
い
た
だ
い
た

ご
恩
を
少
し
で
も
お
返
し
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
地
域
創
生
に

委
ね
ら
れ
て
お
り
、
地
域
に
お
ら
れ
る
方
々
の
多
く
の
意
見
を

聴
き
、
小
さ
な
こ
と
を
少
し
ず
つ
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

栃木中央地域会議だより（3） 平成27年8月（第１号）



新たな地域自治制度って何だろう？新たな地域自治制度って何だろう？新たな地域自治制度って何だろう？
　市長の附属機関としての「地域会議」と地域住民が自発的に組織する「まちづくり実働組織」が交流・連
携し、行政組織としての「地域まちづくりセンター」がサポートすることにより、各地域が抱える様々な課
題を協働で解決していく仕組みです。

◎地域会議
　主な役割として、地域の課題解決や活性化の
ため、事業計画をつくり、一定の枠内で予算の
使い道を市長へ提案することができます【地域
予算提案制度】。市長は、地域会議の提案を予
算案に反映し、市議会の議決を経て、市が翌年
度に事業を実施します。また、身近な地域のま
ちづくりの推進に必要な事項について、市長へ
の提案を行ったり、市長からの問いかけに対し
て意見を述べることができます。

◎地域まちづくりセンター

　地域会議とまちづくり実働組織が連携して活動していくための行政側の組織として各地域に設置して
おります。この組織は地域会議の事務局を担当するとともに「まちづくり実働組織」の運営支援など、
住民主体の地域づくりを支援します。

◎まちづくり実働組織

　住民が自発的に組織する任意組織で、地域
内の自治会や各種団体や住民などが構成員と
なり、地域会議と協力連携しながら単独の自
治会等では解決できない地域の問題の解決や
地域活性化のための実践活動に取り組みま
す。また、一定の要件を満たすことで市長の
認定を受けると「認定まちづくり実働組織」
となり、市の助成を受けることができます。

議会
議
決

政
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提
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本庁

市長

委員の選任

意見聴取

回答

意見具申

連絡・調整

地域会議
（市長の附属機関） （地域住民が自発的に組織）

役割
 ・地域の意見集約、調整
 ・地域の意見を市長へ具申

組織、運営
 ・任期　２年
 ・定数　１５～１８人以内

まちづくり実働組織

役割
 ・単独の自治会では解決しきれない地域の課題
解決に関する取り組み、地域資源を活かした地
域の活性化に関する取り組み、その他、地域に
有益な取り組みなどを企画、立案し、実施する。

組織、運営
 ・地域の実情に合わせて、各地域で定める。

※一定の要件を満たすことで市の認定を受ける
ことができる。

（各種団体・ＮＰＯ含む）
地域住民

自治会、経済団体、福祉団体、
教育団体、各種まちづくり団体、
企業　等

役割
 ・地域会議の事務を処理
 ・住民活動支援

庶
務

連
携 支援

地域まちづくりセンター

住民の利便性の維持向上のための
身近な住民サービスの提供機能を
持つ機関を適宜設置

身近な地域（８地域）

連携
情報共有

住民活動支援

身近な行政
サービス

委員参画
参画

連
携
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◆地域会議の情報は、栃木市公式ホームページでご覧いただけます。

栃木中央地域会議だより創刊号（第１号）
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〒328-8686　栃 木 市 万 町 9 番 25 号
栃木中央地域まちづくりセンター
（総合政策部地域まちづくり課）
（電話）　0 2 8 2 - 2 1 - 2 3 3 1
（FAX）　0 2 8 2 - 2 1 - 2 6 7 1
（E-mail）　chiiki@city.tochigi.lg.jp

お　知　ら　せ
○今後の地域会議開催予定
【日時】第３回　平成27年7月23日（木）午後6時30分～
　　　　第４回　平成27年8月27日（木）午後6時30分～
【場所】栃木市役所　正庁
　※会議は傍聴できますので、ご希望の方は開始時間までに会場へお越

しください。なお、会議は内容により非公開になる場合があります


